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○ 職員が意欲をもって働きやすい職場づくり
○ 市民が利用しやすい職場づくり
この２点を大きな検討課題として、職員提案を基に検討を行う。

◇

◇ 掃除や喫煙のルールの見直し
・各振興事務所、事務所単位で検討しルールの見直しを行う。

◇ 職員の健康管理体制について

⇒ 産業医を置くことが法律で決められた事業所であり、法令に従った運用を検討中。

◇ 下呂市の顔である下呂庁舎について次の点の改善を提案。
・市民、来庁舎が利用し易いトイレの改修　⇒　17年度予算に反映
・市民課窓口のレイアウトの変更　⇒　実施済み

◇ 用紙のリサイクル処理の方法をＩＳＯの実績を基にマニュアル(手順書)を作成中。
⇒ 下呂市の共通のルールを作成し、リサイクル、用紙(経費)の削減を行う。

◇

まず最初に「あいさつ運動」の展開を提唱した。職員の意識を喚起し、行革への最初の
取組みとして、職員の名札にあいさつ標語を入れることとした。

合併後、何人もの職員が心身を病み長期の病気休暇に至っており、退職にいたった職員
もあることから、職員の健康管理体制について整備が必要。

職員の地域活動やボランティア活動への積極的な参加のあり方、残業のあり方等につい
て提言している。

行政改革分科会活動状況報告
分科会名 ⑪ 職場環境に関する分科会 分科会長 福祉課長　曽我博男

主　な　活　動　状　況

分 科 会
開 催 日

１６．１１．　１（全体会議）
１６．１１．１６
１６．１２．１４
１７．　１．２５


